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「インターセクショナリティの実践的探求 ―非異性愛者の当事者性を軸に―」 
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【内容】 

インターセクショナリティ（交差性）とは、複合的なマイノリティ状態に置かれた者が、

複数のカテゴリーにどのような影響を受け、権力的な抑圧を受けているのかを理解する分

析ツールである。アメリカでは、対人援助に携わる専門職の間でインターセクショナリティ

という概念が浸透し、政治的なプロジェクトに用いられている。そこで、日本における対人

援助とインターセクショナリティを主題とする。 

本企画では、現代の日本社会におけるインターセクショナリティを踏まえた実践の探求

とそれらの研究への汎用可能性に向けて話題提供と対話を試みる。特に、非異性愛者の当事

者性を軸としながら、LGBTQA というカテゴリーのみでは説明し得ない非異性愛者の抑圧

の経験を理解しつつ、その複雑な抑圧の経験に対する実践的なアプローチについて議論を

試みる。 


